
記者発表資料

～不慮の災害に素早く対応！～
防災通信システム及び災害対策用機械

の操作訓練を実施します。

国土交通省では、集中豪雨等による不慮の災害に備えて、

防災通信システムと災害対策用機械の操作訓練を

下記のとおり実施します。

防災通信システムの操作訓練
日時：平成１９年６月４日（月） 9：00～１６：00

場所：高知県吾川郡いの町波川

（添付資料－①参照）

災害対策用機械の操作訓練
日時：平成１９年６月６日（水） ９：００～１５：００

場所：国土交通省土佐国道事務所高知維持出張所構内

（添付資料－②参照）

この訓練は、災害発生時の確実な情報通信と迅速な災害

対応を行うために担当職員等を対象とした習熟訓練です。

共に、現地取材可能です

平成１９年６月１日

国土交通省土佐国道事務所

問い合わせ先

国土交通省四国地方整備局土佐国道事務所 TEL (088)884-0359（代表）

副所長 小林 幸雄 （内線２０５）
こばやしゆきお

事業対策官 中村 慎二 （内線２０８）
なかむら し ん じ

機械課長 岩澤 委式 (内線４９１） 機械課直通 TEL(088)885-4829
いわざわとものり
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添付資料－①

① 「防災通信システムの操作訓練」の実施について

１．目 的

この訓練は、災害発生時に国土交通省内並びに関係機関との間の情報通信網を確実

に確保することを目的に、国土交通省の担当職員に対して機器操作の習熟訓練を実施

するものです。

２．実施日時

平成１９年６月４日（月） ９：００～１６：００

３．訓練実施場所（現地）

高知県吾川郡いの町波川（仁淀川右岸「波川緑地公園」：Ｒ３３「仁淀川橋」の上流）

－添付地図参照－

４．訓練に使用する通信機器等

・衛星通信車 ・衛星小型画像伝送装置（Ku-SAT） ・ＴＶ会議装置 ・ＣＣＴＶ

・情報コンセント ・ヘリコプター画像受信装置：ヘリテレ（基地＆可搬局） 等

５．訓練内容

①【衛星通信回線】【光ケーブル】【マイクロ無線回線】【ヘリコプター（四国地整

・愛らんど号）】等の情報通信網並びに情報収集機器を駆使して、【現地（いの町

波川）】【各事務所】【通信衛星（JC-SAT】【四国地整本局】【国土交通本省】間の、

情報連絡・画像伝送・TV 会議等の通信訓練を実施します。

②また、同時に関係機関（高知県、自衛隊、海上保安庁等）への画像配信機能の確

認も行います。

③１１時過ぎには高松から四国地整保有のヘリコプター（愛らんど号）が高知まで

飛来するので、上空からの映像を受信・配信する訓練も実施します。

６．訓練参加組織

・国土交通本省 ・四国地方整備局 ・高知河川国道事務所 ・土佐国道事務所

・大渡ダム管理所

７．その他

現地取材される場合は、ヘリコプター飛来前の１０時半頃までにお越しください。





- 1 -

添付資料－②

② 「災害対策用機械類の操作訓練」の実施について

１．目 的

この訓練は、四国地方整備局が保有する災害対策用機械類を、災害発生時に国土交

通省職員や関連土木業者らが自ら運転操作して迅速な対応ができるように操作の習熟

訓練を実施するものです。

訓練は四国地整管内を５つの地区（香川、徳島、愛媛、高知、中村）に分けて実施

しており、今回開催するのは【高知地区】の訓練です。

この訓練は平成９年度から毎年実施しており、今回で１１回目を数えます。

２．実施日時

平成１９年６月６日（水） ９：００～１６：００

３．訓練実施場所（現地）

国土交通省 土佐国道事務所 高知国道維持出張所 構内

（高知県高知市朝倉字南針木戊１３６３－１）

４．訓練に使用する機械類（添付パンフレット参照）

・対策本部車（１台） ・照明車（２台） ・標識車（１台） ・標識装置（１台）

・待機支援車（２台） ・衛星通信車（１台）

５．訓練内容

訓練参加者を５～６班（５～６人／班）に分け、各班毎に各々の機械について、格

納状態（または、現地到着状態）から、所定の機能を発揮できる作業状態まで立ち上

げ、後、格納状態に戻す実務訓練を実施する。

６．訓練参加組織

●国土交通省関係

高知河川国道事務所、土佐国道事務所、高知港湾空港事務所、大渡ダム管理所

の職員（実務訓練を主体とする）

●自治体関係者

高知県及び県央地区の市町村の職員（各種機械の用途や機能の理解が主体で、必要

に応じて実務訓練にも参加する）

●関連土木業者

災害の初動対応に従事する河川及び道路の維持業者（実務訓練を主体とする）

７．その他

現地取材される場合は、９：００～１０：００または１３：００～１４：００の時

間帯がベストです。
















